
入国管理局

到着前情報提供に関する利用者ガイド
申告



ビジョンと目的
• 到着前の乗客情報を積極的に受領・処理：乗客が国境検問所に到着する前に、入国管理局が情報を収集、標準化、評価することを可能にします。
• 入国管理業務の効率化：審査、分析、意思決定を支援し、入国管理の正確性、一貫性、およびセキュリティの向上に貢献します。
• 検問所や空港の混雑緩和：入国審査にかかる時間を短縮し、混雑を抑え、管理担当者や検問所インフラへの負荷を軽減します。
• 先進国の近代的な管理モデルとの整合：世界の先進的な入国管理の傾向に合わせ、段階的に電子化・スマート化された管理手法へと移行します。



主なメリット

乗客・国 管理当局 空港
• 迅速、便利、かつ近代的 • 処理時間の短縮• 事前情報評価な入国体験。 • 効果的な乗客の動線到着前の

管理• プロフェッショナルで • 管理効率の向上、 • ピーク時の混雑緩和国際的に調和のとれたイメージの構築 検問所での負荷軽減
ベトナムの。 • 症例の早期発見を支援

• 観光および投資を支援 要確認開発



プロセスの概要

03. QRコードの受領01. アクセス 02. 申告 04. 確認

ウェブサイト、モバイルアプリ、 個人情報を入力 システムがQRコードを生成 QRコードを提示
または空港のキオスク端末。 情報、ビザ、および 画面にコードを表示し、 検問所で提示して

旅行日程。 メールで受信。 入国手続きを完了。



入国申告ガイド

乗客に代わって申告を行う場合



アクセスと言語
乗客はウェブサイト経由で入国申告システム（IDS）のダッシュボードにアクセスします。

多言語対応：ベトナム語、英語、中国語、日本語、韓国語、ロシア語、フランス語、スペイン語、ポルトガル語、アラビア語、マレー語、タミル語などに対応...

ステップ1：システムダッシュボードにアクセスします。

ステップ2：右上の言語アイコンを選択して切り替えます。



多言語対応

乗客はリストから言語を選択します。システムの言語は、デフォルト（英語）から選択した言語に変更されます。



国際線旅客用申告

4段階のプロセス：
旅客がベトナム以外の国籍を選択すると、システムが自動的にルートを振り分けます。
1. 情報：氏名、生年月日、国籍、電話番号、ビザなど

2. 旅行情報：便名、入国地点、滞在先
3. 確認：データの正確性を確認
4. 結果：メールでQRコードと確認通知を受領



スマートサポート機能

OCR（光学文字認識）による抽出 グループ申告 自動計算
パスポート写真のアップロード 「乗客を追加」 システムが自動的に

システムが自動入力を行うための ボタンにより、迅速な ビザ有効期限を計算
情報を正確に。 家族向けの申告 国籍に基づく日付

またはツアーグループ。 および到着日。



詳細な操作ガイド



新規申告セッションの開始

• ステップ1：乗客は、ウェブアプリ、モバイルアプリ、または空港のキオスク端末から入国申告システムのダッシュボードにアクセスします。

• ステップ2：「到着前情報の作成・送信」機能をクリックします。



新規申告セッションの開始

Þ システムが認証コード入力画面を表示します。



新規申告セッションの開始

• ステップ3：認証コードを入力すると、「申告情報の作成・送信」画面に遷移します。選択された国籍に基づいて処理が振り分けられます。



新規申告セッションの開始

• ステップ4：乗客がベトナム以外の国籍を選択します。
=> システムは、外国人乗客向けの「到着前情報作成・提出」画面に遷移します。



ここで、乗客は以下の項目を順次申告し、手続きを完了します。

1. 乗客情報
2. 旅行情報
3. 確認・提出
4. 結果

外国人訪問者の到着前情報提出



外国人訪問者の到着前情報提出（続き）

ステップ5：「乗客情報」のステップで、以下を入力します。
+ 入力項目：氏名、性別、生年月日、国籍、メールアドレス、電話番号など
または、パスポートの写真をアップロードします。 => システムがアップロードされた画像から情報を抽出します。
+ ビザ情報：ビザの詳細（番号、発給日、有効期限、発給場所）をすべて入力します。



外国人訪問者の到着前情報提出（続き）

サポート機能
パスポート画像：パスポートの写真をアップロードします。 => システムがアップロードされた画像から情報を抽出します。
同行者：[乗客を追加]ボタンをクリックします。
システムが同行者情報を入力するためのインターフェースを展開します。



外国人訪問者の到着前情報提出（続き）

サポート機能
ビザ情報：ビザの種類／目的が「ビザ免除証明書」の場合。
=> システムは「到着予定日」と「国籍」を使用してビザ有効期限を自動計算しますが、乗客はビザ有効期限を修正することも可能です。



外国人旅行者による渡航前情報登録（続き）

ステップ6：「渡航情報（Trip Information）」のステップで、以下を入力します。
+ フライト情報：到着前の出発都市、渡航目的、移動手段、および詳細を入力します。

+ ベトナムでの滞在先：宿泊施設の種類、ホテルの住所、またはベトナムでの居住先住所を入力します。



外国人旅行者による渡航前情報登録（続き）

ステップ7：申告内容の入力完了後、[Review andSubmit]（確認・送信）をクリックします。
=> システムは「確認・送信」のステップに進みます。
ここでは、送信前に、入力した情報を確認することができます。
ステップ8：内容を確認後、「I confirm that the informationis accurate（情報が正確であることを確認しました）」にチェックを入れ、[Submit]（送信）をクリックします。



外国人旅行者による渡航前情報登録（続き）

ステップ9：送信後、システムに完了通知が表示されます。
画面にはQRコードも表示されます。
このQRコードを撮影しておけば、後で情報の照会や修正を行う際に利用できます。
システムから、申告コードと照会用リンクを記載した完了メールが送信されます。



申告情報の照会・更新

柔軟な申告情報管理
1. 通常の照会：申告コード（PAI）とパスポート番号を入力。 2.QRコードスキャン：カメラを使用して記録に素早くアクセス。

3. OTP（ワンタイムパスワード）認証：情報の安全性を確保するため、メールでセキュリティコードを送信。

4. 編集：渡航情報や滞在先情報の更新が可能。



PAI照会

• ステップ1：乗客はWebアプリ経由で入国申告システムのダッシュボードにアクセスします。

• 手順2：「申告の照会・更新（Lookupand Update Declaration）」機能をクリックします。
=> システムに確認コード入力画面が表示されます。



PAI照会（続き）

• 手順3：確認コードを入力すると、システムは「申告の照会・更新」画面に遷移します。
パスポート番号とメールで送信されたレコードコードを入力し、[照会（Lookup）]をクリックします。
=> システムは、申告時に登録されたメールアドレスへOTPコードを送信します。



PAI照会（続き）

• 手順4：システムはOTP入力画面に遷移します。メールで送信されたOTPコードを入力し、[確認（Verify）]をクリックします。



PAI照会（続き）
• 手順5：システムが検証を行い、正しい場合は該当する申告内容を表示します。
• OTP、パスポート情報、またはレコードコードが誤っている場合、システムは通知を行い、レコードは表示されません。



PAI照会（続き）
• 手順6：[照会をクリア（Clear lookup）]をクリックして、申告照会画面を閉じます。
または、申告内容を修正する場合は[QR表示（ViewQR）]をクリックします => システムに確認コード入力画面が表示されます。



PAI照会（続き）
• 手順3：確認コードを入力すると、システムは検索（Lookup）画面に遷移します。[Scan QR]（QRコードをスキャン）をクリックします。

• 手順7：QRコードスキャン画面が開きます。スキャン後、パスポート番号を入力し、[Submit]（送信）をクリックします。



PAI検索（続き）
• 手順8：システムが情報を照合し、正しい場合は該当する申告内容を表示します。
• 手順9：申告内容を修正するには、[Edit thissubmission]（この申告を編集）をクリックします =>
=> 編集画面に遷移します。



編集時の重要事項

情報項目　状態　誤りがある場合の対処法
パスポート番号 / 有効期限　編集不可　新規に申告を作成する必要があります

生年月日 / 国籍 / 予定到着日　編集不可　新規に申告を作成する必要があります
住所 / 電話番号 / ビザ　編集可　検索（Lookup）機能から更新します
渡航目的 / フライト情報　編集可　検索（Lookup）機能から更新します



PAI検索 – QRコードを使用する場合

• 手順1：利用者はWebアプリ経由で入国申告システムのダッシュボードにアクセスします。

• 手順2：「申告の検索・更新（Lookupand Update Declaration）」機能をクリックします。
=> 確認コード入力画面が表示されます。



PAI検索 – QRコードを使用する場合（続き）
• 手順3：確認コードを入力すると、システムは検索（Lookup）画面に遷移します。[Scan QR]（QRコードをスキャン）をクリックします。
• 手順4：QRコードスキャン画面が開きます。スキャン後、パスポート番号を入力し、[Submit]（送信）をクリックします。



PAI検索 – QRコードを使用する場合（続き）

• 手順5：システムが情報を照合し、正しい場合は該当する申告内容を表示します。
• OTPまたはパスポート／記録情報が誤っている場合、エラーが表示されます。



検索 – 申告コード（PAI）を忘れた場合

申告コードを忘れた場合は、以下の手順で進めてください。
• 手順1：Webアプリ経由で入国申告システムのダッシュボードにアクセスします。
• 手順2：「申告の検索・更新」機能をクリックします。
=> システムに確認コード入力画面が表示されます。



検索 – 申告コードを忘れた場合（続き）

• 手順3：確認コードを入力すると、システムは「申告の検索・更新」画面に遷移します。



検索 – 申告コードを忘れた場合（続き）

• 手順4：[申告コード（PAI）を忘れた場合]をクリックします。パスポート番号、到着予定日、メールアドレスを入力し、[送信]をクリックします。

• => システムは、申告時に登録されたメールアドレス宛てに申告コードを送信します。



E‑Pass情報の検索

• 手順1：Webアプリ経由で入国申告システムのダッシュボードにアクセスします。

• 手順2：「E‑Pass情報検索」機能をクリックします。
=> システムに確認コード入力画面が表示されます。



E‑Pass情報の検索（続き）

• 手順3：確認コードを入力すると、システムは「E‑Pass検索」画面に遷移します。
パスポート番号、生年月日、国籍／市民権を入力し、[Lookup]（検索）をクリックします。



E‑PASS情報の検索（続き）

• 手順4：システムが情報を照合し、正しい場合は宿泊情報を表示します。
• パスポート番号、生年月日、または国籍に誤りがある場合は、エラーが表示されます。



